











































従来の博物館史において,こ れ らの両博物館はそれぞれ勧業系 と教育系という二つの系統とし
て別々に分類 ・記述されており,また,明治初期における国家の博物館政策に関する論述は,
内務省の博物館に集中している傾向がある。そこで,本稿では博物館の系譜論より,国が博物
館に何を求めるか という問題に着手 し,両館の設立 と運営を同時に考察することにより,この
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時期における官主導による博物館政策のあ り方を再検証する。
以下,博 物館の設立 と運営における国家行政 ・政策との関わりを,「国家行政システムにお
ける博物館の成立」,「国家事業の中における博物館の役割」 という二つのポイ ントを手がか り
に検証 していく。その結果,従 来二つの系統に分けられている両博物館には,い くつか有意義





政官正院に開いた博覧会事務局 といった二つの段階がある。 しか し,これら二つの段階は,以
下述べるように,国家行政 と博物館の設置との関わ りを考える際,過渡的な時期に過ぎないと
見られる。
明治4年,文 部省に博物局2が設置され,湯 島聖堂の大成殿は博物局の展観場 として文部省
の博物館 となった。 これが明治国家の博物館事業の出発点である。文部省博物局は,博物館を
発展させてい く基本構想 としての 「博物学之所務」を明治5年 に上申し,文部卿の裁決を得た。
「博物学之所務」では,博 物局の管理の下に 「博物館」「博物園」「書籍館」 という三種の施設
を統括 している。「博物館」 は天造物 と人工物を収集 ・陳列するところで,「博物園」は動植物
に関して学ぶところ,そ して,「書籍館」は今 日の図書館に当たるものである。つまり,この















おいて博覧会を開 くことを目標 とするものであった。即ち,博物館 と博覧会 とは主旨において
異なることがな く,博覧会は博物館を一時拡充するものであり,博物館は博覧会開催の基礎を
固める機構として位置づけられている。 こうした佐野の論理は,国 の博物館政策としての 「殖
産興業」路線を提示 したものとなる。
佐野常民は,幕末から明治初期にわたって国の工業技術の発達に深 く関わっている人物であ
る。彼はウィーン万博の開催に当たってウィー ンに派遣され,帰 国後,農 業 ・教育 ・道路 ・林




言明 し,さらに具体的な博物館像を提示 した ものである。そこではイギ リスのケンジントン博
物館(SouthKensingtonMuseum)のような方針と制度が 日本の形勢に最適な模範である
と指摘し,博物館に技術伝習場を設 けることと,博物館の支館 と伝習場の支場を全国に設ける
ことを提議 した5。イギリスのケンジン トン博物館を模範とする理由としては,つ ぎの二点が
あげられる。第一は,ケ ンジントン博物館は,近 代の美術工芸品や産業機械類を展示 し,出品
者 による実演 も行なわれる施設であ り,近代の工芸 ・工業 ・産業を発達させるために考案され
たものでもあるので,日本側の当面の課題 に一致するものであったという点である。第二は,
















年,博 覧会事務局に合併 されていた元の文部省博物館など諸施設は文部省に返還された。 この
時点において,町 田久成 と田中芳男は,教育と学術性を強調する文部省へ行 くか,殖 産興業路
線を標榜 した内務省へ行 くか,と いう選択に直面したことが考えられる。結果として,二 人は
文部省に復帰せず,博覧会事務局が内務省へ合併されたとともに内務省の職員とな り,内務省
の博物館に勤めることになった。













されたが,町 田と田中の努力により,実際には 「集古館之議」及び 「博物学之所務」の構想は
かみ合って発展 した。そのため,内務省の博物館は,その収蔵の分類からみると,自然 ・産業 ・
歴史 ・美術などといった四つの分野を含み,西 欧に例のない総合型博物館となったのである
(内務省の博物館の収蔵区分については表1'Zを参照)。そして,博物館の収蔵を充実させなが
ら,動物園の建設,博 物学書籍の刊行,古 社寺調査保存などの事業 も博物館事業の一環として,
あるいは博物館事業 と深 く関わる形で,次 第に内務省の傘下において進められていった。但 し,

















りに文部省に復帰する。その際,湯 島聖堂にある,元 ・文部省博物局の博物館は東京博物館 と
改称 し,これが教育博物館の前身となった。 この時から,行政 システムにおける文部省系と内
務省系という博物館の二つの流れが形成されるのである。
文部省の博物局に勤めていた町田久成 と田中芳男,二 人の内務省の博物館への転任にともな






博覧会か ら帰国後,博 物館の建設の方針は,も っぱら学校づくりに必要な物品の収集 ・展示を
するように改定されて太政官正院に博物館の改称届けを出し,「教育博物館」 という館名をつ
けることとな った。つまり,文部省が改めて建設 しようとする博物館が,高等教育の内容と深












新 しい教育 システムの展開における当面の問題は,教育制度 と思想の転換 とともに,新 しい学
校の建設に必要 となる備品や教具の発明及び製造などによる学校づくりであった。当時,世 界
の文化 ・産業 ・商業のあり方を反映する縮図ともいえる万国博覧会では,「教育」はウィー ン
万国博覧会(明 治6年,1873年開催)で は じめて独立の部門として登場 し,そ して,田 中不





1853年の創設 とされ,カ ナダのオンタリオ州の普通教育制度の始 まりに伴 って開設され,教
育に関する事物を細大 もらさず網羅 していた。田中は,こ の博物館を見て,程 度の高い学術博
物館を設けるより,近代的な学校づ くりに深 く関わっている教育博物館を発足させる方が明治
国家にとって得策であろうと実感 した18。
「学術博物館」か ら 「教育博物館」への変更は,行政 システムにおける博物館の位置が国の
当面する事業により近 くなったことを意味する。明治5年 「学制」が発布され,教 育システム
の改革は,明 治の三大改革の一つ として考えられる19。明治国家は,近代教育の推進を,近 代











博物館の館舎整備,収 蔵,展 示,事 業の内容などに影響を与えた。
明治8年,内 務省勧業寮の所属となった元 ・博覧会事務局の山下門内博物館は,まず,陳 列
26
場の修理 ・新設の工事が行われ,ま た,ウ ィーン万博の際に工人を派遣して伝習させた各種の
技術の試験を行うための試業所7ケ 所が構内に設けられ,在 来の7棟 とあわせて十棟の建物を
陳列所及び伝習試業所にあてた21。
そして,博 物館の収蔵区分には大きな変化があった(表1参 照)。博覧会事務局時代の古器
物 ・動物 ・植物 ・農業 ・舶来品の区分に,工業機械部と芸術部を増やし,ウ ィーン万博からの
持ち帰 り品や外国からの寄贈による工業及び芸術関係の品が多 く加わった。この時,近代概念










の構想が国家施策の根拠 となったことは明 らかであるが,そ のほかに,大久保利通が主導する
新 しい殖産興業策 も博物館建設の背景となったことをここで指摘 しておきたい。
「殖産興業」は,江戸時代か ら既に国の重要な課題 となっていた。 しか し 「殖産興業」とは
いえ,そ れぞれの時期における目標と手法は違う。江戸時代の殖産興業のねらいは,各地にお
ける特産物を見出してその産業化を図 り,商業ルー トに載せることであった。そして,そ こで
の主な手法は,物産を中心 とする実地調査とその製品化であった以。
明治になって殖産興業のポイントは,近代産業と工業の推進へと移行 し,その政策は三期に
分けられ,そ れぞれ工部省の設置 ・内務省の設置 ・農商務省の設置を画期とすることが指摘さ









せるのに必要な行政技術 として,明治国家の行政システムの中に初めて確立 したのである。 こ
のような殖産興業策の中,内務省の博物館は,単に博覧会の準備をバ ック ・アップする機構で







二に,明治9年 以後,博 物館は毎年 「連 日開館」28が行なわれ,新 聞へ広告を出し,摺物を東
京府や近県へ配布 し,積極的に大衆へ宣伝 した。宣伝の内容については,明治10年の連 日開
館のビラによると,新 しく到着 したアメリカの博覧会にて交換 した剥製の動物標本やオース ト
リアで注文 した工業物品が 「目玉品」 として記されている29。
II-2文 部省の教育博物館と近代学校づ くり
これに対 して,学 校づ くりや教育改革の中,文部省の教育博物館はどのような存在であった
のであろうか。前述 したように,教育博物館は,近代の学校づ くりに関する情報を全般的に細
か く提供 していた。収集 ・展示の具体的な内容については(表23°参照),建築の模型,教 室
のモデル,机,椅 子,各 種の教具,標 本,模 型,実 験用の器械,障 害者教育で使われる用具,
幻灯,国 内外の教育関係の報告書,学 校の規則,教 科書,雑 誌など,広い範囲に及んでいる。
その資料収集のルー トは,幾つかあった。一つは,全国府県の学務課あてに教育関係の物品に
対 して公私を問わず寄贈,委 託あるいは売却すべきことを通達 した。二つ 目のルー トとしては,
詳細な品目を立てて諸外国か ら教育備品を購求 した31。そのほかのルー トとしては,当時 日本
と外国との教育行政当局や各種の博物館や博覧会 との連結,教 育関係の物品や図書の交流 も活
発に行なわれた。つまり,教育博物館は 「近代教育」をハー ドとソフ トの両面にわたって専門
とする博物館でもあり,教育に関す る国内情報を統合 し,国 際陦報を交流す る窓口で もあっ
た32。
教育博物館は,収集 ・展示の他,教 育づ くりの必要に応 じたさまざまな事業をも積極的行っ
ていた。たとえば,明治17年か ら明治21年の間には,小 学校教員たちを対象に,主 に物理,
化学,数学などの講習や理化学の実験などが執行されていた。すなわち,教員の現職教育のよ
うな事業は,教育博物館により主催された。そのほか,特筆すべきことは,教育用品を模造 ・





教育システムづ くりの専門分野で活躍 した教育博物館は,その収集と展示が充実 し,立派な
ものであった。当時来 日中の進化論学者のE.モー スもこの博物館の充実ぶ りに驚き,彼 の有
名な 日本見聞記 『日本その日その日』には,教育博物館について詳 しく記述されている33。勿
論,一 般大衆にとっても大変物珍 しく,人気が高かったようである。そ して,こ の博物館は,




第一に,両博物館の設置に関する決議は 「学術中心」か ら 「行政中心」へと移転 した。
町田久成の 「集古館の議」 と田中芳男の 「博物学之所務」な どの博物館構想,及 び田中不二
麿が最初に提出した学術博物館像は,文化財保護や学術発展(生 徒教育の需用)と いった近代
的な博物館を代表する精神を持つものであったが,いずれ も実現や続行ができなかった。その
後,佐 野常民によって提言 された 「殖産興業路線の博物館建設」や,田 中不二麿の 「近代教育
づ くりをサポー トする教育博物館へ転換」の決定で,いずれも博物館建設の方向を行政性,実
務性かつ緊要性がより高い方へ転向されたのである。両館の設置は,博物館としての独 自の領







報などの収集 ・管理 ・展示を行う以外に,関連する様 々な行政業務をも担当していた。当時,
両博物館が担当した行政業務の中には,現在の 「博物館事業」 という領域においてなじみがな
いものもあった。その好例として,勧 業や近代産業育成などに関する実務性が強い業務を担わ





模範工場(学 校)一 博覧会一共進会 というような連動するネ ットワークがみられる。博物館,
模範工場あるいは模範学校は,関連する物品及び情報をまとめて展示 ・宣伝する場であったの
に対 して,博 覧会 と共進会は,も っぱら 「勧業」のための活動であった。博覧会と共進会の両
者をはっき り区別す る特質は存在 しなかったが,博 覧会は,商 品の展示 ・評価 ・大衆観覧にや
や力点を置いていたのに対 して,共進会は,参加者の競争,評 点,出 品物の販売に主眼が置か









ノ主旨は,眼 目の教により人の智巧技芸開進せ しむるに在 り。夫人心事物に触れ,其感動識別
を生す るは,眼 視の力に由る者最多 く且大な りとす。(中略)人 智を開き工芸を進ましむるの
最捷径最易方は,此 眼 目の教に在るのみ」37。教育博物館の開館式で,田 中不二麿はこの博物
館の目的及 び役割についてこう演説 した。「教育一切 ノ物品ヲ排置シ其得失 ヲ比較 シ博 ク世人
ノ選用二供スル」38。そして,こ のような博物館を通 して教育と文運の隆盛を図ろうとした。
上述 した佐野及び田中の意見は,さ らに二つのポイン トに分けられる。一つは,博物館は,
展示を通 して 「眼目の教」が行なわれる機構として認識されていたことである39。十九世紀当





博物館を大衆教育に有益な装置 と見なす国側の論理は,も う一つのポイン トにある。それは,
博物館 による 「眼 目の教」は,「人智を開き,工 芸の進歩」や 「教育の隆盛」などに繋がる効
果が期待できるということである(こ こでの 「工芸」とは,イ ンダス トリーとしての工芸産業




(中略)朝 廷ノ博物館 ヲ置クヤ宇内ノ品物及図書ヲ此二網羅 シテ百聞シテ了解 シ難キモー見シ
テ会得セシメ,以 テ人智ヲ開キ,以 テ事業 ヲ勧メ,以 テ国ヲ富マスノ基 ト為スナリ」42。つま




などと意識的に峻別 しようとしていた。明治9年,内 務省の博物館の連 日開館に際して,館長
の町田久成は,目録を作成するとともに,陳列方法や説明札などに十分な配慮を加え,来 館者
の 「智識開明」 に役立つ立派な陳列を特に要望 し,博物館の各科 に達 した43。教育博物館 も人
智の啓発のため,た だの珍器奇物を並べた場にならないような展示を工夫するように指示 した,
という記録が明治15年の 『東京教育博物館年報』に残 っている44。即ち,官 が博物館を運営す
る姿勢には,展示の方法,及 び展示を通 して民衆教育 に繋がることへの重要視が特色 としてみ
られる。
国の当面する政策に沿い設置 ・経営される両博物館の存廃 も政策の変更に次第であったこと














や学術発展の路線から,近代産業づ くりや近代教育づ くりといった,国 が当面する事業の傘下
へ移転することで確立 した。内務省の博物館及び文部省の教育博物館は,国家の行政システム
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においてそれぞれモノの収集と展示を通 して国家事業を支援 し,近代社会づ くりに有益な施設
であると明確に位置づけられた。そして,こ うした両博物館のあり方を通 して,明治国家によ
る最初の博物館設置 ・運営の方針は,国 が当面する国家事業や政策に従属 し,行政主導かつ国
民開明の指向が強いものであったことも明らかになった。
また,本稿によって,今 後,官主導による博物館政策のあり方を検証 していく作業には,官





まだ成立 していなかった。このような行政の環境のもとで,日 本における 「官」による博物館
政策は,「官」 により定義 ・主導 して出発 した。その後,長 期にわたり,博物館を扱う行政の
構造 と手法は,現在のように法一制度一組織一政策一事業などからなる系統的なものへ徐々に
形成 してきたのである。そのため,明治初期以降の官主導である日本の博物館への影響を検証





館地 組 織 列 品
文部省 明治 湯島聖 古器物取扱及制度之沿革等考証 列品一大学南校物産局時代の収蔵品を中









































止 し,天産/農 業山林/工 芸器




















所属 開館 地点 組 織 列 品
文部省 明治 上野公園 館長 活動一学術講義,博 物標本採集,理 化学器械
10年 館長補 等の紹介斡旋,資 料貸出
書記(庶務会計) 列品(『教育博物館案内』明治14年)
物品掛(動 物,植 物,金 石,第一室 家庭用玩具類 幼稚園教授用具類
器械の資料及び展示担当) 実物教授用標本類
図書掛(明治12年に新増。 第二室 数学用具類 学校様式及び撮影之部
独立棟の図書室新築ができ 物理器械類
たので図書室の拡充のため 第三室 力学器械 気学器械 熱学器械 電
に新設された) 気及び磁気学器械 音学器械 光学器械
第四室 化学器械 地学用具之部 体操用具















注1日 本の博物館の歴史に対する記述に関 しては,1970年代末以前は,ほ とんど略史や簡単な制度史のよ
うなものであるといえる。1970年代後半からは,日本の博物館の歴史を,日本における近代文化史の
発達や近代社会の形成に対応 した博物館の近代化への過程として考えるべきという視点から,博物館
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